
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参院選で日本共産党は比例代表で５議

席を獲得、選挙区での３議席の勝利（東京・

京都・大阪）とあわせ改選3議席から 8議席

に大躍進しました。非改選と合わせて１１議

席となり、交渉会派となり議案の提出権を獲

得しました。 

 

 

自公は「衆参のねじれ」解消を争点にしま

したが、原発再稼働と輸出、憲法９６条と９

条の改悪、農業と暮しを破壊するＴＰＰと消

費税増税など強行しようとしており、国民と

の「ねじれ」が深まっているものです。 

日本共産党は抜本的対案で政治の転換

をめざし、公約実現へ、国民のみなさんと力

をあわせがんばります。 

 

小菅六雄 比江６６８-３  （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 

野並享子 北野１-7-10 （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

太田健一 近江冨士 2-11-25 （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

東郷正明 比江８６４      （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８ 

昭和24年生まれ。京都市立堀川高校卒業。北野小学校・北中学

校PTA役員、同和行政の終結をめざす会事務局長を歴任。昭和59年

より野洲町議を６期。平成16年10月から市議３期。北野在住。 

【活動地域】 北野学区、祇王学区 

昭和47年生まれ。野洲高校卒。国立鹿屋体育大学中退。スキーイ

ンストラクター。平成20年の市議補選当選、現在２期。環境経済建

設常任委員会副委員長、守山野洲行政事務組合議員。近江冨士在住。 

            【活動地域】 三上学区、野洲学区 

昭和27年生まれ。京都洛南高校卒業。昭和46年、新日本電気入社、

平成24年退職。この間、労働組合職場委員として労働者の権利と生

活を守る運動に奮闘。現在、党市くらし対策委員長。比江在住。 

            【活動地域】 中主学区、篠原学区 

安倍首相は９条を変え国防軍をつ

くろうとしています。共産党は憲法
の全条項を守ります。 

再稼働を進める安倍政権。世論調査

でも過半数が反対です。原発ゼロと

廃炉が現実的です 

「国際公約」として消費税増税やＴ

ＰＰを進める安倍政権。くらしも経

済も農業も破壊します。増税するな

ら大企業や富裕層からすべきです。
雇用と賃上げも重要です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

最初は日本共産党だけの提案でも、繰り返し提案をして、市民のみ

なさんと運動をおこし、その願い実現へがんばりぬく党です。 

 

 

■新病院の早期整備をすすめ、市民の命と健康をまもり

ます 

■ＴＰＰ・消費税増税に反対し、暮らしと農業を守ります 

■中学校卒業までの通院医療費の無料化を実施します 

■国保税・介護保険料引き下げ、特別養護老人ホームを

整備します 

■市内大企業に対して雇用拡大と賃上げを求めます 

■住宅リフォーム助成制度を実施し、中小零細企業を応

援します 

■三上山など、野洲川・家棟川、琵琶湖を生かした観光・

産業を起します 

■“原発ゼロ“、再生自然エネルギーに転換します 

■憲法９条を守り、平和と人権を守ります 

日本共産党は企業献金や政党助成金を受け取らない政党だから誰遠

慮なく市民の立場で市政をチェックすることができます。 

 現在、駅前ローターリー整備が進められていま

すが、前市長時代に計画されたものは総額２４億

円でした。その内、約７億円ものぺデストリアン

デッキを計画していました。共産党は市議会でも

「過大でむだ使い。見直すべき」と一貫して求め

ました。その結果、計画の見直しがされ、デッキ

はやめることになりました。 

●旧野洲町で中学校給食が廃止されて以来、一貫して議会で復活を要

求。市民のみなさんと一緒に繰り返し署名活動を広げました。その

結果、合併を機に実施が決まり、２００７年から市内全中学校で学

校給食が実施されています。 
●子どもの医療費無料化では議会での要求とお母さん方との署名運

動が実り、入院で中学校卒業までの無料化が実現しています。 

 施設整備が不十分で学童の保育対象を原則３年生まででした。「子

どもの放課後の生活と安全は行政の責任」と一貫して施設整備を求

めてきました。その結果、２０１１年から２カ年で増設整備が行わ

れ、２０１３年から全学童で６年生までの保育が実現しました。 

７億円もの無駄

なデッキをやめ

させました 

意見書や請願の提案件数は“ダントツの１位”です 

共産党市議団は市民の切実な願いを意見書として議案提案しまし

た。その件数はこの４年間で３７件。ほとんど提案しない会派もあ

る中、共産党は６会派で“ダントツの１位”です。その結果、「介護

保険制度の充実を求める意見書」「保育所運営国庫補助金の廃止をし

ないことを求める意見書」「など多くの願いを国県に届けました。 
 


